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Cefotetan(YM09330)の 臨床 的検 討

玉 木 重

公立藤田総合病院内科

要 旨

新しいセファマ イシン系抗生物質であるCefotetan(CTT,YM09330)を 呼吸器感染症4例,尿 路感

染症6例,睾 丸炎1例 の計11例 に試用 した。投与 量は1日 量0.5gな い し2gで,静 注ないしは点滴静

注にて投与 した。投与期 間は5日 か ら12日 である。臨床成績は全例 有効 で,副 作用 として も検 査 しえ

た範囲内では異常 なく,自 他覚症状で も本剤に よる直接の副作用はみられ なか った。

本剤は呼吸器感染症 ならびに尿路感染症 に対 し既存のセファマ イシン系抗生剤 と同様の有効性 を有

すると考えられる。

は じ め に

Cefotetan(CTT,YM09330)は 新規の セフ ァマ イシ ン系抗

生物質であ り,従 来のCefoxitinやCefmetazoleに 比べ,イ

ンドール陽性Proteus,Citrobacter,Enterobacter,Sermtia等

のグラム陰性菌に対 して特 に優れ た抗 菌力 を有 し,か つ,人

に静脈内投与 した場 合の血中濃度の持続 時間 も長 い こと,血

中,臓 器内お よび炎症 巣内濃度 もよ り高 く持続的 であ るとさ

れている1)。

本剤を11例 の各種 感染症例 に使用 し,そ の臨床効 果 と副作

用について検討 したので報告 す る。

対象患者 と投与法

対象患者はTable 1に 示す ごとく,入 院患者の11例 で

あ る。年令分布は18才 か ら76才 におよん でいる。性別 で

は男子8例,女 子3例 である。

疾 患別 では,呼 吸器感染症4例(急 性肺炎1例,慢 性気

管支炎の急性増悪1例,感 染 をともなった気管支拡 張症

2例)と 尿路感染症6例(急 性腎盂 腎炎5例,反 覆性 尿路

感染症1例),お よび急性睾丸炎1例 の計11例 であ る。な

お急 性腎盂 腎炎5例 中2例 は生体 腎移植後の症 例 であ

る。

Table 1 Clinical results of CTT

IV: Intravenous DIV: Drip infusion +: Effectiveness
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本剤 の投与 は,ペ ニ シ リン系,セ フ ァロ スポ リン系

抗 生剤に対す る薬剤ア レル ギーの有 無 を確認 したの ち

に行 った。投与方法 は静脈内注射6例,点 滴静注5例 であ

る。投与量は1日 量0.5gが4例,1日 量2gが7例 で,投

与 日数 は5～12日 の ため,総 投 与 量では3.5～24gと な

る。疾患別による投与期間では呼吸器感染症で平均10日

間,尿 路感染症 で平均7日 間である。呼吸器感染症 での

平均総投与量は12,5g,尿 路感染症 では9.1gと なり,量お

よび期間 ともに呼吸器疾患では尿路感染症よ りも多 くを

要 した。

臨床効果の判定は,自 他覚症状,胸 部 レン トゲン所見

の消長,検 出菌の消長,白 血球数,赤 沈値,CRP,尿 所

見などの検査所 見の改善度合を もって臨床的効果 と細菌

学的効果に分 けて判定 した。 日数的には7～10日 以内に

改善 した ものを有効 とした。 なお尿路感染症 では,UTI

判定基準に従 った。

副作用につ いては,自 覚症状 と腎機能,肝 機能 ならび

に末梢血検査 などを本剤使 用前後 で施行 してチェックし

た。

臨 床 成 績

Table 1の ご とく,全 症例 で有効であ った。即 ち疾患

別 ならびに本剤使用量の 多寡 および使用期 間の長短によ

る差はなかった。 また投与方法(静 注 と点滴静注 との差)

による優 劣 もなか った。

細菌学的には,7例 でE.coli,1例 でS.aureus,1例

でP.mirabilis,1例 でH.infzuenzaeが 同定されたが,

本剤の投与で消失 あるいは減少 をみたので,細 菌学的に

も有効 とした。

以下2～3の 症例 を示す。

Fig.1は76才,男 性 で,幌 性副鼻腔炎感染をともなっ

た気管支拡 張症の例であるが,38℃ の発熱 と膿性痰を主

訴 として入院。胸部 レン トゲン写真にて両下肺野の異常

陰 影 増 強 を認 め,喀 痰 検 査 に てE.coli(10 7),CRP

(3+),白 血球数12,600,膿 性喀痰量50～60ml/日 のため,

本剤 を1回 量1.0gの 点滴静 注を1日2回,10日 間施行し

たところ,陰 影の消褪 と喀痰の性状の改善と量の減少,

喀痰中の菌 の消失 とともに,諸検査成績の改善を認めた。

Table 2は,症 例10の33才 の男性 で生体腎移植後6年

9カ 月を経過 した ところの移植 腎に急性腎盂腎炎を生じ

たもので,E.coliを 起 因菌 とす るが,7日 後には自他覚症

状の改善 と膿尿正常化 および細菌尿消失を認めた。本例

における本剤使用前後 の比較的長期にわたる各種検査成

績 をみても,本 剤に直接起 因すると思われ る異常値は認

め られなか った。

Table 3は,症 例11の28才 の男性で,生 体腎移植後1

年7カ 月目に発症 した急性腎盂 腎炎の症例であるが,症

例10と 同様に,本 剤の使用7日 で,臨 床的にも細菌学的

に も有効 であった。 また検査成績につ いても同じような

結果 をえてい る。

副作用:投 与症例のすべ てについて,血 液所見 肝機

能,腎 機能お よび空腹時血糖 の検査 を本剤9使 用前後に

Fig. 1 Case No. 2: 76 y, Male, Bronchiectasis, Chronic sinusitis
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Table 2 Case No.10: 33 y, Male, Acute pyelonephritis

(6 Years and 9 months after vital kidney transplantation)

(F): Fasting

Table 3 Case No.11: 28 y, Male, Acute pyelonephritis

(One year and 7 months after vital kidney transplantation)

(F): Fasting

実施したが,本 剤に起 因 したと思われる悪影響は認め ら

れ なかった。2例(症 例10と11)に お い て は,GOTと

GPTの 上昇 を認め るが,これは移植 腎に対す る免疫抑制

剤使用によるものであ り,長 期にわたる観察 でもこの程

度の動揺は認められてお り,本 剤 との因果関係は ない も

のと思われる。発疹はいずれの症例 に もな く,そ の他 の

自覚症状の発症 もなかった(Table 4,5)。

MIC測 定 結 果

あわせ 行 った各種 細 菌 に対 す るMICの 測定 成 績 を

Table 6に 示 したが,E.coli,K.pneumoniae,P.mira-

bilisに対 してはCEZやCMZよ りか な りの抗菌 力 を示

していた。
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Table 4 Laboratory findings

Before

After

Table 5 Laboratory findings

Before

After
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Table 6 Antibacterial activity (MIC, ƒÊg/ml) of CTT

考 按

CTTは 従来のセファマ イシン系抗生剤 に比 し,血 中

濃度の持続,臓 器内濃度の持続の性状 を高め,グ ラム陰

性菌に対しても特に優れた抗菌力 をもつ もの として改善

されたものである。かかる本剤 を呼吸器感染症お よび尿

路感染症に対して使用 し,11例 のすべ てに有効の成績を

えた。 しか し呼吸器感染症 と尿路感染症 との間には本剤

使用量 と期間 とに若干の差 異を認めたが,疾 患の重症度

もその一 因 と思考 され る。副作用は全 く認め られ ない。

以上よ り,本 剤は既存のセファマ イシン系抗生剤 と同

様有効 な抗生剤 と考え られ る。
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Cefotetan (CTT, YM09330), a new cephamycin antibiotic, was applied to 11 patients including 4 cases of

respiratory tract infections, 6 cases of urinary tract infections and one case of orchitis . A daily dose of 0.5 to
2.0g was injected intravenously or drip infused for 5 to 12 days . The clinical results were good in all cases, and
there were no side effect which might be directly associated with the drug .

Cefotetan seems to be useful for respiratory and urinary tract infections like other cephamycin derivatives .


